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小 玉 邦 子 助 手 略 歴
生 年 月 日 昭 和 5 年 1 月 1 日 生
木 籍 地 宮 城 県
出 生 地 宮 城 県
歴





昭 和 3 2 午 Ⅱ 月
宮 城 県 立 第 二 高 等 女 学 校 卒
昭 和 4 0 年 Ⅱ 打
平 成 4 年 Ⅱ 打
職
電 子 恬 報 通 信 ¥ 会
第 6 回 稲 田 記 念 学 術 奨 励 賞
財 団 法 人 地 気 科 学 技 術 奨 励 会
第 1 3 回 オ ー ム 技 術 賞
全 国 共 同 利 用 大 型 計 算 機 セ ン タ ー 顕 彰 ・ 功 鞁 賞
歴
昭 和 2 2 年 3  打
昭 和 2 5 午 1 2 月
昭 和 3 2 午 7 月
H 月
昭 和 3 4 年 9  打
W 月
昭 和 3 8 年 1 0 月
昭 和 U 年 4 打
昭 和 5 ] 午 4 月
平 成 5 年 3 月
東 北 帝 国 大 学 τ 学 部 雇
東 北 大 学 電 気 通 信 研 究 所
結 婚 , 改 姓 ( 馬 渕 ν 卜 玉 )
東 北 大 学 竃 気 通 信 研 究 所 助 手





文 部 技 官
































































































21 9 5 8 , ] 0
合 成 か ら み た 無 声 子 音 の 領 域
( そ の  3 )
] 9 6 0
合 成 に よ る 母 音 の 領 域 の 検 討
] 9 6 0
7  母 音 の 領 域 の 合 成 に よ る 検 討
1 9 6 0
8  合 成 に よ る 母 音 の 領 域 の 検 討
] 9 田
馬 渕 邦 子 日 本 音 響 学 会 講 演 論 文 集 昭 和 3 3 年
遠 藤 恵 子
八 木 昌 子
大 泉 充 郎
八 木 昌 子 日 本 音 讐 学 会 講 演 論 文 集 昭 和 3 5 年
馬 渕 邦 子
佐 藤 多 恵 子
大 泉 充 郎
昭 和 舗 年
電 気 四 学 会 連 合 大 会 講 演 論
馬 渕 邦 子
文 集
＼ 木 昌 子
大 泉 充 郎
2 9 巻  1  号
東 北 大 学 電 通 談 話 会 記 録八 木 昌
馬 渕 邦 子
佐 藤 多 恵 子
大 泉 充 郎
小 玉 邦 子 東 北 大 学 電 通 談 話 会 記 録  3 0 巻 ] 号
＼ 木 昌 、
佐 膝 多 恵 子
大 泉 充 郎
3 0 巻  1  号
東 北 大 学 電 通 談 話 会 記 録
八 木 昌 二
小 玉 邦 子
鈴 木 久 喜
大 泉 充 郎
小 玉 邦 子 電 気 関 係 学 会 東 北 支 部 連 合 昭 和 3 6 年
佐 藤 多 忠 子 大 会 講 演 論 文 集
そ 友 和 子
渡 辺 史
泉 充 郎
八 木 昌 子 電 気 四 学 会 連 合 大 会 講 演 論 昭 和 豁 年
小 玉 邦 子 文 葉
鈴 木 久 喜
大 泉 充 郎
昭 和 3 6 年
電 気 四 学 会 連 合 大 会 講 演 論
邦 子小 玉
文 架
八 木 白 ・ f
佐 藤 多 恵 子
泉 充 郎
ト モ 邦 子 Π 木 音 粋 学 会 講 演 論 文 集 昭 和 3 6 年
佐 麒 多 恵 子
大 泉 充 郎
北 原 昌 f
小 玉 邦  f  東 北 大 ギ プ 電 通 談 話 会 記 録  3 0 巻 2 号
佐 藤 多 恵 丁
大 泉 充 郎
小 玉 邦 ・ f  日 本 音 縛 学 会 ・ 音 声 シ ン 宗 昭 和 3 6 年
大 泉 充 郎 ン ウ ム 質 料
小 玉 邦 子 東 北 大 学 電 通 談 話 会 記 録  3 0 巻 3 号
佐 藤 多 忠 子
長 友 和
渡 辺 も
大 泉 充 郎
小 玉 邦 子 Π 木 音 響 学 会 講 演 論 文 集 昭 不 胎 6 年
佐 藤 多 恵 ・ f
長 友 和 f
渡 辺 史
大 泉 充 鄭
3
母 音 分 析 結 果 の 二 進 数 表 示 に よ る
合 成 母 音 の 聴 取 率
1 9 6 13
母 音 の 領 域 の 合 成 に よ る 検 討
( そ の Ⅱ )
] 9 6 13
採 点 法 を と り 入 れ た 母 音 の 領 域 の
合 成 に よ る 検 討
1 9 6 ]
合 成 に よ る 母 音 の 領 域 の 検 肘
( そ の  3 )
採 点 法 を と り 入 れ た 評 価 ・
1 9 6 1
4
母 音 領 域 の 合 成 に よ る 検 討
( そ の Ⅱ )
1 9 6 1
母 盲 分 析 結 果 の 二 進 数 表 示 に よ る
合 成 母 音 の 耽 取 率
1 0 6 1
6
合 成 に よ る 舟 盲 の 領 域 の 検 討
( そ の 2 )
9
1 9 a
1 〔 〕 6 1  1 0
6
1 9 6 1
合 成 に よ る 織 音 の 領 城 の 検 肘
( そ の Ⅲ )
音 声 の 合 成
合 成 に よ る 母 音 の 領 域 の 検 討
( そ の Ⅳ )



























































































4] 9 6 3 . 1 0
単 音 節 合 成 の た め の
S e g m e n t a t i o n
1 9 6 3 . Ⅱ
単 音 節 合 成 の た め の
S e g m e n t a t i o n
] 9 6 43 I n f l u e n c e  o {  p i t c h  F l u c t u a t i o n
O n  t h e  Q u a l i t y  o {  s y n t h e s i z e d
J a p a n e s e  v o w e l s
1 9 6 4
小 玉 邦 子
渡 辺
佐 藤 多 恵 子
泉 充 郎
小 玉 邦 子
渡 辺
佐 産 多 恵 子
大 泉 充 郎
K . K o d 丑 m
T a t o
F . w a t a D a b e
K . N a g a t o m o
J . o i z u m i
小 玉 邦 子
渡 辺 史
大 泉 充 郎
単 音 節 合 成 の た め の
S e g m e n t a t i o n  ( そ の  2 )
M i c r o  s e g m e n t a t i o n  と  S U P T a
S e g m e n t a t l o n
M i c r o  s e g m e n t a t i o n  と  S u p r a
S e g m e n t a t i o n 一 単 音 節 合 成 の た
め の S e g m e n t a t i o n  そ の  2
日 本 語 百 音 節 の  S e g m e n t a t i o n
( そ の  2  )
揆 音 , 促 音 , 長 音 の
S e g m e n t a t i o n
1 9 6 4
日 木 音 響 学 会 講 演 論 文 集
1 9 餌
1 9 6 4 . 1 0
6
電 気 通 信 学 会 全 国 大 会 講 演
論 文 集
1 9 6 5
T h e  r e p o r t s  o f  t h e
R e s e a r c h  l n s t i t u t e  o f
E l e c t r i c a 】  c o m u n i c a t i o n
T h o k u  u n i v e r s i t y
電 気 四 学 会 連 合 大 会 講 演 論
文 集
2
I n 丑 U e n c e  o t  p i t c h  F l u c t u a t i o n
O n  t 1 1 e  Q u a l i t y  o f  s y n t h e s i z e d
J a p a n e s e  v o w e l s
昭 和 開 年
1 9 6 5
小 玉 邦 子
渡 辺 史
大 泉 充 郎
小 玉 邦 子
大 泉 充 郎
小 玉 邦 子
渡 辺 史
大 泉 充 郎
K . K o d a m a
T s a t o
F 入 V a t a n a b e
K . N a g a t o m o
J . o i z u m i
小 玉 邦 子
渡 辺 史
大 泉 充 郎
小 玉 邦 子
渡 辺
大 泉 充 郎
小 玉 邦 子
大 泉 充 郎
小 玉 邦 于
大 泉 充 郎
小 天 邦 子
小 玉 邦 子
小 玉 邦 子
高
理
小 玉 邦 子
高 橋 理
小 玉 邦 子
4
昭 和 3 8 年
1 9 6 5
音 声 S e g m e n t の 時 問 的 配 列 に 関
t る ー ぎ 察
音 声 七 グ メ ン ト の 1 存 間 的 要 素 に お
け る 個 人 差 に つ し て
会 話 音 声 の 構 成 単 位 「 ア ク 七 ン ト
節 」 に つ し 、 て
会 話 音 声 の 樹 成 単 位 「 フ ク セ ン ト
可 j 」 に つ し て
A C O S  シ ス テ 1 、 昭 和 5 1 年 度 の 利
用 状 況 に つ V て
情 報 検 索 シ ス テ ム 1 R S ・  6 に つ し
て ー デ ー タ 蓄 積 を 中 心 主 し て ー ・
音 声 情 邦 デ ー タ ベ ー ス 化 の 試 み
I N Q  シ ス テ ム の 利 用
I N Q に よ る 音 声 佶 報 テ ー タ ベ ー
ス 試 作
日 本 語 リ ー ド プ ロ セ , " N W P の
郷 , 介
1 9 6 5 . 1 0
日 本 音 警 学 会 講 演 論 文 集
V O 】 . 1 6 .  N 0  1
1 9 6 5 . 1 0
東 北 大 学 電 通 談 話 会 記 録
日 木 音 粋 学 会 講 演 論 文 集
]  9 7 フ
昭 和 3 9 年
1 9 7 8 . 1 ]
6
1 9 8 0
日 本 音 声 学 会 ・ 音 声 の 研 究 第 Ⅱ 集
昭 和 諦 年
] 9 8 0 . Ⅱ
3
1 9 別
3 3 詠  2  弓
昭 和 3 9 年
電 気 四 学 会 連 合 大 会 講 演 論
文 1 襄
日 本 音 饗 学 会 講 病 論 文 藥
4
電 気 関 係 学 会 東 北 支 部 連 合
大 会 講 演 論 文 集
日 木 音 縛 学 会 講 演 論 文 簗
V 0 1  1 4 .  N O . 2
昭 和 4 0 年
S E N A C
S E N A C
昭 和 如 年
全 N E A C  二 ー ザ ー 会 .  S P
研 究 会 ソ ン ポ ジ ウ ム 論 文 集
情 報 処 理 学 会 ・ デ ー タ ベ ー
ス 管 理 シ ス テ 1 、 研 究 会 資 料
S E N A C
昭 和 卯 午
昭 和 如 年
V 0 1  1 0  、  N O . 3
V 0 1 . 1 1  ・  N 0 1
















































































































































6] 9 兜 . 1 0
A  s t u d y
A n a l y s i s
I m a g e s
] 9 9 2 . 1 0
O f  T W O  Y e a r s  D a t a
O f t h e  N O A A  A V H R R
橋 梁 技 術 史 資 料 を 例 と し た パ
ノ コ
ン の 日 独 文 患 フ プ イ ル の 活 用
] 9 9 3
プ ロ グ ラ ム 相 談 の 昨 日 、 今 日 , 明 日
Ⅱ .
1 9 7 1
] . K U D O H
N S U N
H . 畿 W A I W R A
K . K O D A M A
M . A B E
Y . N E M O T O
S . N O G U C H I
著 作
新 し し 指 導 制 度 の 捉 案
一 東 北 大 学 大 型 計 算 機 七 ン タ ー
共 同 利 用 に お け る プ ロ グ ラ ミ ソ ク
指 違 体 制 の 検 討 一
全 国 共 同 利 用 大 型 計 算 機 七 ン タ ー
用 語
8
I n t e r n a t i o n a }  s y m p o s i u m
O n  B e n e f i t s  f r o m  s p a c e
A c t i v i t i e s
1 9 7 96
1 9 8 8  4
1 9 8 8 . ] 0
士 木 学 会 ・ 士 木 情 報 ゾ ス テ
ム シ ン 然 ジ ウ ム 講 演 i 兪 文 集
こ れ を 読 め ば 使 え る
D A I S Y  入 門 書 一 ・
こ れ を 読 め ば 使 え る
D A I S Y 入 門 書 一 少 L わ か 0
た 人 編






第 ] 7 回
S E N A C
相 談 員 制 度 検 討 会 ( 小 モ ・ 三 浦 ・ 今 野 ・ 氏 家 ・ 武 村 一 山 田 )
統 計 項 月 研 究 会 ( 高 橋 ・ π 丸 ・ 武 良 ・ 小 玉 ・ 杠 二 尺 ・ 渡 辺 ・ 済 賀 ・ 布 施 ・ 飯 田 ・ 岡
部 ・ 秦 野 ・ 金 沢 ・ 多 喜 ・ 二 村 ・ 末 永 )
マ ニ ュ フ ル 研 究 会 ( 栗 山 ・ 佐 藤 ・ 曽 根 ・ 中 塚 ・ 八 木 ・ 山 木 ・ 宇 田 川 ・ 石 橋 . 武 田 .
根 元 ・ 鈴 木 ・ 塚 本 ・ 小 玉 ・ 一 関 )
* 3
* 3
全 国 共 同 利 用 大 型 計 算 識 七
ノ タ ー 運 用 会 議 ・ 統 計 項 目
研 究 会 資 料
S E N A C
S E N A C
Ⅲ
1 9 5 7
V 0 1 . 2 6  ・  N 0  1
そ の 他 の 論 文 ( 所 内 研 究 会 ,
9  無 声 子 音 の 領 城 に 就 ヤ て
1 9 6 0
V 0 1 4 .  N O . 8
合 成 に よ る 批 音 の 領 域 の 検 討
1 9 田
第 ] 版
3  合 成 に よ る 母 音 の 領 域 の 検 討
科 研 賣 研 究 報 告 等 )
大 泉 充 郎 東 北 大 学 電 気 通 信 研 究 所 サ
蠣 渕 邦 子 イ パ ネ チ ' 、 , ク ス 研 究 会 資
料
八 木 昌 子 東 北 大 学 市 気 通 信 研 究 所 音
馬 渕 邦 子 鷲 τ 学 研 究 会 資 料
佐 藤 多 恵 子
大 泉 充 郎
八 木 昌 子 東 北 大 学 電 気 通 伝 研 究 所 "





大 泉 充 郎
佐 麻 多 恵 ・ f
V 0 1 2 1 ・  N O . 2




? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
?
? ? ? ? ?
?
? ? ? ?
?
1979.10
1980
INQ によるケミカルデータベー
スの試作(第1報)-PDB形式
プフイルの移植一
情報処理方法,データベース霜よ
びその管理流通方法
3
9807
1982.3
INQ によるケミカルデータベー
ス作成用 JCLの簡略化
日本語情報処理技術を応用Lた化
学データ入出力方式の研究
情報処理方法,データベースおよ
びその管理流通方法に関する研究
東北大学大型計算機七ンターにお
ける日本語処理の現状
19827
]984
小玉邦子
古西仁志
高橋
高橋 理
小玉邦 子
古西仁志
小玉邦子
高橋理
高橋郡
小工邦子
高橋理
小玉邦子
古西仁志
小玉邦子9
1988.]1
トレースキ十ラクタリゼー
ン,ン研究会資料
文部省科学研究費特定研究
( 1)トレースキ、ヤラクタ
リゼーノ,ン研究報告書
レースキ上ラクタリゼーシ
ン研究会資料ヨ
文部省科学研究費特定研究
(1)トレースキ十ラク女
リゼーシ,ン研究報告書
文部省科学研究費特定研究
(1)トレースキ十ラクタ
リゼーシ.ン研究報告書
東北大学大型計算機七ン
ター・ゾログラムキ既炎員研
修会資料
東北大学大型計算機七ン
ター.ゾログラム相談員研
悠会資料
東北火学大型計算機七ン
ター・ OCRの現状と今後
を探る研究会資料
東北大学大型三十算機セン
ター.プログラム相談員研
悠会資料
東北大学大型計算機七ン
ター.プログラム1所炎員研
修会資料
]990
ACOS のTeX につし、て
]991
印刷漢字OCRの試用報告
3 印刷文字認識ソステムにつして
1991 平成3午3 日本語印刷文字の読取実験と誤り
修復に関tる一考察
7
第1版
小玉邦子
小玉邦子
第Ⅲ版
小玉邦子
最終版
小玉邦子
昭和59年
昭和63年
平成2可
平成3年
?
